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パーソナライズドサウンドゾーン（PSZ）
パフォーマンス会場の音を変化させ、

快適さとムードを高めます
#顧客体験価値向上 #ウェルビーイング・人的資本経営

多様な人と音が存在する中で、各人が安心安全に快
適に楽しく活動できるように現実の音を変えること
は難しい課題です。

一人一人に最適な音環境制御技術のデバイス・サー
ビス提供により、ユーザの質の高い新たなライフス
タイルをサポートし、顧客体験価値を向上させます。

• 耳形状や頭部動作に適応して移動音源を高臨場に表現できる
音響XR

• イヤホンの音と会場の音の聴知覚の違いを誇張／抑制し、現
実の音をエンリッチ化できるサウンドサイリアル

• 耳を塞がず、静音化する空間を拡大できる能動騒音制御

• 低遅延データ伝送技術を世界で初めて音響データに適用
• イヤホンの音と会場の音を波面まで整合させ、現実の音を変

えられるのはPSZだけ
• ハード・ソフト融合で、世界初、静音化性能を向上させる

オープンイヤー型デバイスを設計

エンターテインメント・観光分野において、下記に適用（2025年以降順次サービス提供予定）
• スタジアム／アリーナ、ステージ、美術館／博物館で会場の雰囲気を感じながらXR音声ガイドを聴く新たな観光、鑑賞、観戦体験
• カフェ、雑踏、仕事場で雑音を遮断して聞きたい音を聞こえやすくし、快適な対話を
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低遅延伝送で音速を超え
サイバーの音が現実の音を先回り
Virtual sound travels faster
than real sound 
due to low-latency transmission

耳形状・頭部動作に適応した
パーソナルな音を生成・伝送
Render personalized sound
that adapts to 
ear shape and head movement

オープンイヤーヘッドホンで
耳をふさがず騒音低減
Open-ear headphones 
that improve noise cancellation 
without covering ears

必要な音を選択して通知
Select and notify required sound

IOWN

ドーム内部で静音化
Noise outside dome becomes quiet on inside
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